
ボランティア活動報告 

『名取復興音楽祭 2016』 

日時：2016年 11月 12日（土）・13日（日） 

場所：名取市文化会館 大ホール 

 

 

食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋、そして……「名取復興音楽祭」の秋！！今年も

11月 12日（土）・13日（日）に名取文化会館で「名取復興音楽祭 2016」が開催されま

した。 

復興音楽祭は、東日本大震災で被災者された方々と支援者、地域の方々が共に、皆で

作り上げるステージです。震災から 5年 8ヵ月が経ち、被災された方を取り巻く環境が

大きく変化してきています。仮設住宅から復興公営住宅へ移られる方、仮設住宅に残ら

れる方など、様々いらっしゃる中で、仲間と一緒に盛り上げるステージが「やりがい」

や「生きがい」になってほしい、住民さん同士、新たなつながりができる「交流の場」

になってほしい、そのような思いが復興音楽祭に込められています。 

1 日目は合唱、2 日目には演奏やダンス、カラオケが披露され、2 日間を通し約 530

名がステージに立ちました。当日の舞台裏の誘導や受付、写真撮影などのお手伝いを学

生ボランティアチーム TASKI（たすき）と表現文化学科の 2年生が行ないました。2日

目は、名取市内のみなし仮設にお住まいの方々をサポートされている名取市サポートセ

ンターどっと.なとりさんと共催で進められました。 

 

去年よりもさらにパワーアップした発表が続き、出演者の皆さんがこの日のために、

仲間たちと一生懸命練習を重ねてきたことが強く伝わってきました。 

２日目のカラオケ部門では、尚絅学院大学で行なわれた市民交流サロンで予選を勝

ち抜いた7名が、カラオケグランドチャンピオンの称号を賭け、自慢の歌声を披露し会

場を盛り上げました。なかには、お揃いのジャンパーを着て手作りの特製うちわを持



って仲間を応援する方たちや、間奏中に、お花やプレゼント渡す場面も見られ、各仮

設住宅の団結力を感じるとともに、仲間を応援する気持ちに会場が温かい雰囲気に包

まれました。 

大成功を収めた復興音楽祭の裏

側を支えたTASKIと表現文化学科

2年生の学生たち。毎年、復興音

楽祭に携わっているTASKIの学生

は、ステージ運営を支えながら、

普段の活動でお世話になっている

出場者の皆さんへのエールや、ご

来場されたお客様とお話をして交

流を深めていました。表現文化学

科の学生は、今回フィールドワー

クの授業の一環として初めて音楽祭に関わりました。事前学習では、復興音楽祭を開

催する理由や思いを学び、当日は出場者、支援者へのインタビューを行ないました。

事後学習では各グループに分かれて発表も行い、たくさんの気づきを得たようです。 

２日間を通して、新たなつながりができ、活気溢れる復興音楽祭になったと感じま

した。 

 

～ 初参加の表現文化学科の学生による感想♬ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興音楽祭では、カラオケ大会上位者のカラオケや音楽に合わせたダンスなどの発表があ

り、出演者と観客共に盛り上がっていました。観客の中には名前の入ったうちわなどを持っ

て盛り上げている人もいました。皆さんが本当に元気に盛り上がる姿を見て、僕達学生の方

も元気をもらいました。名取復興音楽祭を見ていると、発表することに、楽しさややりがい

を感じているのが伝わってきました。被災した方々と元気を分け合える、とても素晴らしい

イベントだと感じました。（表現文化学科2年 H） 

 

 

出演者の方にインタビューをしたところ、「あなたたちも出演したらいいじゃない！」と声を

かけていただきました。必要とされることとそれに応えることのそうした繰り返しが、つなが

りを作るきっかけになるのではないかと感じました。被災された方と支援してきた人たちが、

ともにステージに立ち、さらに今年は表現文化学科の私たちが関わることができ、さらにその

輪が広がったのではないかと思います。（表現文化学科２年 Ｋ） 



 

 

たくさんの素敵な写真の中から、悩みに悩んだとびっきりの一枚を集めてみました！ 

 

 



 

文構成：表現文化学科４年 渋谷佳代（連携交流課 ワークスタディ学生） 


